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Ⅰ－１ 教科に関する調査（県全体） 
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【中学校】 

国語 数学 

Ａ Ｂ Ａ Ｂ 

全国 ７７．４ ７２．２ ６４．６ ４８．１ 

熊本県 ７７ ７１ ６３ ４７ 

【小学校】 

国語 算数 

Ａ Ｂ Ａ Ｂ 

全国 ７４．８ ５７．５ ７８．６ ４５．９ 

熊本県 ７６ ５７ ８０ ４６ 

■ 教科に関する本県の概要は，全体的に全国平均と同程度の状況にあります。 

■ 小学校では，国語A，算数Aが全国平均を上回っていますが，国語Bは全国平均を下回っています。算数Ｂは 

 全国平均と同程度の状況にあります。 

■ 中学校では，国語Ａは全国平均と同程度の状況にありますが，国語Ｂ，数学A・Ｂで，全国平均をやや下回って
います。  
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Ⅰ－２ 教科に関する調査（各管内等） 
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【小学校】 【中学校】 

国語 算数 国語 数学 
Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ 

全国平均 74.8 57.5 78.6 45.9 77.4 72.2 64.6 48.1 

県平均 76 57 80 46 77 71 63 47 

宇 城 78 59 84 47 75 69 61 45 

玉 名 77 57 81 48 74 67 59 44 

菊 池 76 57 80 46 76 71 63 49 

阿 蘇 74 57 80 45 75 69 63 47 

上益城 73 52 78 42 73 69 60 45 

八 代 75 55 79 45 74 66 58 44 

芦 北 74 51 76 40 78 73 63 48 

球 磨 74 56 79 45 75 68 61 46 

天 草 76 57 82 46 77 72 60 47 

山鹿市 78 60 84 51 79 76 64 49 

熊本市 77 58 80 47 78 72 65 48 
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Ⅰ－３ 児童生徒質問紙調査 

熊本県の児童生徒は，「本を読んだり、図書館に行く」「授業で目標（めあて）とまとめを書いてい
た」などの項目で，全国平均に比べて高い状況にあります。しかし，「友達の前で自分の考えを発表する
ことは得意か」「家で学校の予習をしているか」などの項目では，全国平均を下回っています。 
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〇 昼休みや放課後，学校が休みの日に，本（教科書や参考書，漫 
  画や雑誌は除く）を読んだり，借りたりするために，学校図書館・ 

  学校図書室や地域の図書館にどれくらい行きますか 
   （週に１～３回，４回以上） 
 

〇 地域社会などでボランティア活動に参加したことがありますか 
   （「参加したことがある」） 
 

〇 ５年生（中２）までに受けた授業で扱うノートには，学習の目標 

  （めあて・ねらい）とまとめを書いていたと思いますか 
   （「当てはまる」＋「どちらかといえば当てはまる」） 
 

△ 友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意ですか 
     （「当てはまる」＋「どちらかといえば，当てはまる」） 

 
△ 家で，学校の授業の予習をしていますか 
   （「している」＋「どちらかといえば，している」） 

 
△ ５年生（中２）までに受けた授業で，自分の考えを発表する機会で 
  は，自分の考えがうまく伝わるよう，資料や文章，話の組み立てなど 

  を工夫して発表していたと思いますか 
   （「当てはまる」＋「どちらかといえば，当てはまる」） 
 

本県と全国との差が大きかった３項目 

+7.8 

+12.8 

+2.0 

+3.7 

+6.6 

+4.7 

小学生 

中学生 

-1.5  

-4.1  

-2.7  

-5.6  

-8.3  

-8.0  

小学生 

中学生 

全国平均との差 
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Ⅰ－４ 学校質問紙調査 

熊本県の小中学校は，「ICTの活用」「授業研究を伴う校内研修」などの項目で，全国に比べ，実施回
数が多い状況にあります。しかし，「工夫して発言や発表を行うことができる」「授業中の私語が少な
く，落ち着いている」などの項目では，全国平均を下回っています。 
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〇   調査対象学年の児童生徒に対して，前年度に，算数・数学の授業 
 においてコンピュータ等の情報通信技術（パソコン（タブレット端末を含 
 む），電子黒板，実物投影機，プロジェクター，インターネットなどを指 
 す）  を活用 した授業を行いましたか （「週１回以上」＋「月１回以上」） 

 
〇  授業研究を伴う校内研修を前年度に何回実施しましたか 
      （「年９回以上」） 
 
〇   調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，地域や社会  
  をよくするために何をすべきかを考えさせるような指導を行いました 
   か  （「よく行った」＋「どちらかと言えば行った」） 

△  調査対象学年の児童生徒は，授業において，自らの考えがうまく伝  
   わるよう，資料や文章，話の組立てなどを工夫して，発言や発表を行  
    うことができていると思いますか 
  （「そのとおりだと思う」＋「どちらかと言えば，そう思う」） 
 
△  調査対象学年の児童生徒は，授業中の私語が少なく，落ち着いてい 
  ると思いますか（「そのとおりだと思う」＋「どちらかと言えば，そう思う」） 
 
△   調査対象学年の児童生徒は，熱意をもって勉強していると思います 
    か （「そのとおりだと思う」＋「どちらかと言えば，そう思う」） 
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＋16.0 

＋10.0 
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-0.9 

-0.4 
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小学校 
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本県と全国との差が大きかった３項目 

全国平均との差 
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Ⅱ－１ 小学校国語 

Ⅱ－１ 小学校国語 

（１） 成果と課題 

（２） 成果が見られた問題 

（３） 課題が見られたA問題の分析 

（４） 課題が見られたB問題の分析 

（５） 質問紙調査 

（６） 今後の指導に当たって 

5 
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Ⅱ－１（１） 成果と課題 

小学校国語 成 果 課 題 

成果が見られた内容 
 

○ 学年別漢字配当表に示されている漢字を 
  正しく読んだり書いたりすること 
 【関連問題 Ａ７（１）】参加たいしょう（対象） 
 本県51.8％，全国42.0％ 差＋9.8 

○ 俳句の情景を捉えること（俳句の情景） 
 【関連問題 Ａ４一】 
 本県80.6％，全国79.4％ 差＋1.2 

○ 目的や意図に応じて，話の構成や内容を 
  工夫し，場に応じた適切な言葉遣いで自分 
  の考えを話すこと 
 【関連問題 Ｂ１三】 
 本県50.5％，全国48.4％ 差＋2.1 

○ 登場人物の相互関係や心情，場面につい 
 ての描写を捉えること 
 【関連問題 Ｂ３一】 
 本県77.6％，全国75.9％ 差＋1.7 

課題が見られた内容 
 

○ 俳句の情景を捉えること（俳句のよさ）   
 【関連問題 Ａ４二】 
   本県54.4％，全国57.0％ 差－2.6 

○ 互いの話を聞き，考えの共通点や相違点 
  を整理しながら，進行に沿って話し合うこと   
 【関連問題 Ａ１】 
   本県67.6％，全国69.2％ 差－1.6 

○ 物語を読み，具体的な叙述を基に理由を 
  明確にして，自分の考えをまとめること   
 【関連問題 Ｂ３三】 
   本県41.6％，全国43.7％ 差－2.1 

○ 話の構成を工夫して話したり，聞き手の反 
  応を見て話したりすることができるなどのス 
  ピーチメモのよさを捉えること  
 【関連問題 Ｂ１二】 
   本県67.6％，全国69.2％ 差－1.6 
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Ⅱ－１（２） 成果が見られた問題 

小学校国語 

●Ａ７（１）（本県５１．８％，全国４２．０％，＋９．８） 
    
 傍線部の漢字の読みをひらがなで，点線部のひらがなを漢 

字で，それぞれていねいに書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【県学力調査との関連】 
○平成２８年度第６学年 ２（２） 正答率７０．０％ 

 ・「対策」「志」「映（す）」を書くこと。 

  

 
 

成果が見られた問題１ 

●Ｂ１三（本県５０．５％，全国４８．４％，＋２．１） 
  

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

【県学力調査との関連】 
○平成２８年度第６学年 １（１） 正答率５２．６％ 

 ・事柄が明確に伝わるように話の構成を工夫すること。 

 

 

成果が見られた問題２ 

○ 学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読 
 んだり書いたりすること。 

○ 目的や意図に応じて，話の構成や内容を工夫し， 
 場に応じた適切な言葉遣いで自分の考えを話すこと。 

三 

石
田
さ
ん
は
、
友
達
の
助
言
を
受
け
、
【
ス
ピ
ー 

 

チ
の
練
習
の
様
子
】
の
中
の 

 
 

に
つ
い
て
、
も 

 

う
一
度
考
え
て
い
ま
す
。
石
田
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う 

 

に
話
す
と
よ
い
で
す
か
。
そ
の
内
容
を
、
次
の
条
件 

 

に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

〈
条
件
〉 

◯ 

折
り
紙
の
み
り
ょ
く
に
つ
い
て
、
【
ス
ピ
ー
チ
メ 

 
モ
】
と
【
グ
ル
ー
プ
の
話
し
合
い
の
様
子
】
で
出
さ 

 
れ
た
意
見
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。 

◯ 
ス
ピ
ー
チ
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
づ
か
い
に
す 

 

る
こ
と
。 

◯ 

書
き
出
し
の
言
葉
に
続
け
て
、
八
十
字
以
上
、
百 

 

字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。
な
お
、
書
き
出
し 

 

の
言
葉
は
字
数
に
ふ
く
む
。 
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Ⅱ－１（３） 課題が見られたA問題の分析 
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小学校国語 課題 

課題となった問題 

指導のポイント 

○ 二つの俳句の情景や表現の特徴を踏まえた上で，【話し合いの 
 様子】の内容に沿って，どのような観点で俳句を紹介しようとし 
 ているのかを捉えること。 
  【誤答例】・「４」と回答しているもの（３１．６％）  
       

○ 文語の調子に親しむことについて 

 ・俳句の五・七・五の十七音から，季節感や風情，俳 

  句に込めた思いなどを思い浮かべたり，七音五音を 

  中心としたリズムから国語の美しい響きを感じ取り  

  ながら音読したり暗唱したりすることができるよう 

  に指導すること。 

○ 具体的な指導について 

 ・児童の発達段階に応じた教材を選定すること。 

 ・各地域にゆかりのある歌人や俳人，地域の景色を詠

んだ歌や句などを教材として開発すること。 

 ・短歌や俳句で選集を編んだり，心に残る句を暗唱し

て紹介したりすること。 

 ・高学年においては，俳句をつくることも考えられる。 

 ・高学年における古典の指導に当たっては，中学校で

の古典の学習との系統性を考えること。 

      

●Ａ４二（本県５４．４％，全国５７．０％，－２．６） 
  ４ 

中
西
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
月
の
様
子
を
よ
ん
だ
俳
句
を
調
べ
、
そ
の 

 

中
か
ら
選
ん
だ
好
き
な
俳
句
に
つ
い
て
、
学
級
で
紹
介
し
よ
う
と
し
て
い
ま 

 

す
。
次
は
、
選
ん
だ
俳
句
に
つ
い
て
ま
と
め
た
【
俳
句
カ
ー
ド
】
と
好
き
な 

 

俳
句
を
紹
介
す
る
た
め
の
【
話
し
合
い
の
様
子
】
で
す
。
こ
れ
ら
を
よ
く
読 

 

ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。 

二 

中
西
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
話
し
合
い
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
が
見
つ
け 

 

た
俳
句
の
よ
さ
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
よ
う
と
し
て 

 

い
る
内
容
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ 

 

選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

１ 

言
葉
の
ひ
び
き
や
作
者
の
季
節
を
感
じ
る
心 

 

２ 

そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
の
生
き
方
や
考
え
方 

 

３ 

月
の
形
が
変
化
す
る
様
子
や
構
成
の
く
ふ
う 

 

４ 

季
語
の
使
い
方
や
季
語
か
ら
想
像
し
た
こ
と 

 

ア 

雪
と
け
て
く
り
く
り
し
た
る
月
夜
か
な 

小
林 

一
茶 

〈
調
べ
た
内
容
〉 

季
語･･･

雪
と
け
て 

 

季
節･･･

春 
 

こ
の
俳
句
は
、
「
寒
い
冬
が
終
わ
り
、

雪
が
と
け
、
春
が
来
た
。
月
も
き
れ
い
で

明
る
く
か
が
や
く
夜
だ
な
あ
。
」
と
よ
ん

で
い
る
そ
う
で
す
。 

イ 

ひ
や
ひ
や
と
月
も
白
し
や
秋
の
風 

上
島 

鬼
貫 

〈
調
べ
た
内
容
〉 

  

季
語･･･

秋
の
風 

 

季
節･･･

秋 
 

こ
の
俳
句
は
、
「
秋
の
こ
こ
ち
よ
い
風

が
ふ
く
中
で
は
、
月
の
色
も
ひ
ん
や
り
と

白
っ
ぽ
い
な
あ
。
」
と
よ
ん
で
い
る
そ
う

で
す
。 

北
田 

ア
の
句
は
、
「
く
り
く
り
し
た
る
」
の
「
く
り
く 

 
 

 
 

り
」
が
お
も
し
ろ
い
ね
。
声
に
出
し
て
読
ん
で
み
る
よ
。 

 
 

（
音
読
） 

中
西 

リ
ズ
ム
よ
く
読
め
て
、
読
む
の
が
楽
し
く
な
る
ね
。 

 
 

「
く
り
く
り
」
と
い
う
の
は
、
月
の
（ 

Ａ 

）
を
表 

 
 

し
て
い
る
の
か
な
。
春
に
な
っ
た
の
が
う
れ
し
い
の
か 

 
 

も
し
れ
な
い
。 

本
間 

イ
の
句
の
「
ひ
や
ひ
や
」
も
「
く
り
く
り
」
と
似
て 

 
 

い
る
ね
。
ど
ち
ら
も
声
に
出
し
て
読
ん
で
紹
介
す
る
と
、 

 
 

俳
句
の
よ
さ
が
も
っ
と
伝
わ
り
そ
う
だ
よ
。
（
音
読
） 

 
 
 

「
ひ
や
ひ
や
と
」
を
声
に
出
し
て
読
む
と
、
ひ
ん
や 

 
 

り
し
た
感
じ
が
ま
す
ま
す
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
気
が 

 
 

し
た
。
「
白
」
と
い
う
月
の
色
も
、
な
ん
だ
か
ひ
ん
や 

 
 

り
と
し
た
感
じ
が
す
る
ね
。 

青
木 

そ
う
か
。
ふ
い
て
く
る
風
か
ら
も
、
見
て
い
る
月
か 

 
 

ら
も
、
ひ
ん
や
り
し
た
秋
を
感
じ
て
い
る
ん
だ
ね
。 

中
西 

作
者
の
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
っ
て
、
今
、
青
木
さ
ん 

 
 

が
言
っ
た
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
ね
。
こ
の
こ
と
も 

 
 

み
ん
な
に
紹
介
し
よ
う
。 

【
話
し
合
い
の
様
子
】 

【
俳
句
カ
ー
ド
】 
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Ⅱ－１（４） 課題が見られたB問題の分析 
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小学校国語 課題 

課題となった問題 

指導のポイント 

○ 物語を読み，具体的な叙述を基に理由を明確にして，自分の考 
 えをまとめること。  
 【誤答例】・条件①について，【話し合いの様子の一部】で示さ

れている叙述を取り上げているが，条件②は満たし
ていないもの（２５．１％） 

      

○ 誤答について 

 ・自分の考えをまとめるために叙述を取り上げること   

  はできるが，その叙述を基にして考えたわけをまと 

  めることに課題がある。 

○ 指導について 

 ・叙述を基に理由を明確にして，自分の考えをまとめ

る学習を行うこと。 

 ・その際，複数の場面の比較をしたり，物語全体に広

がっている複数の叙述を関係付けたりして読むこと。 

 ・高学年では，感動やユーモア，安らぎなどを生み出

す優れた叙述に着目して自分の考えをまとめること。 

 ・象徴性や暗示性の高い表現や内容，メッセージや題

材を強く意識させる表現や内容などに気付き，自分

の表現に生かして感想などをまとめることができる

ように指導すること。 

      

●Ｂ３三（本県４１．６％，全国４３．７％，－２．１） 
  三 

【
話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
】
の
中
の 

 
 
 

の
と
こ
ろ
で
、
田
中
さ 

 

ん
は
、
【
物
語
の
一
部
】
の
言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
松
ぞ
う
じ
い 

 

さ
ん
や
と
び
吉
が
き
つ
ね
で
あ
る
と
考
え
た
わ
け
を
話
し
て
い
ま
す
。
あ
な 

 

た
が
田
中
さ
ん
な
ら
ど
の
よ
う
な
わ
け
を
話
し
ま
す
か
。
次
の
条
件
に
合
わ 

 

せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

【
話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
】 

〈
条
件
〉 

 

① 
 
 
 
 
 

の
横
山
さ
ん
の
よ
う
に
、
【
物
語
の
一
部
】
か
ら
言
葉
や 

 
 

文
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。 

 

② 

取
り
上
げ
た
言
葉
や
文
を
も
と
に
、
ど
う
し
て
松
ぞ
う
じ
い
さ
ん
や
と 

 
 

び
吉
が
き
つ
ね
だ
と
考
え
る
の
か
を
書
く
こ
と
。 

 

③ 

六
十
字
以
上
、
百
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。 

 

Ｂ 

  

原 
 
 

私
も
そ
う
思
う
。
松
ぞ
う
じ
い
さ
ん
は
、
き
つ
ね
だ
か
ら
き
つ
ね
の
す
ん
で
い 

 
 
 

た
穴
の
場
所
を
知
っ
て
い
て
、
案
内
で
き
た
ん
だ
よ
ね
。
田
中
さ
ん
の
言
い
た
い 

 
 
 

こ
と
は
そ
う
い
う
こ
と
で
い
い
の
か
な
。 

田
中 

 

そ
う
そ
う
。 

横
山 

 

（
①
を
示
し
な
が
ら
）
こ
こ
に
も
あ
る
よ
。
「
人
間
に
う
ち
と
ら
れ
た
り
」
と 

 
 
 

書
い
て
あ
る
け
れ
ど
、
も
し
、
松
ぞ
う
じ
い
さ
ん
が
本
当
に
人
間
な
ら
、
「
人
間 

 
 
 

に
」
と
か
「
う
ち
と
ら
れ
た
」
と
は
言
わ
な
い
と
思
う
か
ら
、
松
ぞ
う
じ
い
さ
ん 

 
 
 

は
き
つ
ね
だ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
ね
。 

 

田
中 

 

そ
こ
か
ら
も
、
松
ぞ
う
じ
い
さ
ん
が
き
つ
ね
だ
と
考
え
ら
れ
る
ね
。
他
に
も
見 
 
 
 

つ
け
た
よ
。 

   
 
 
 
 

～
（
話
し
合
い
が
続
く
）
～ 

Ｂ 
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Ⅱ－１（５） 質問紙調査 
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 多くの児童が，記述式問題の解答を最後まで書こう
と努力しています。一方，話の組み立てを工夫して発
表したり，考えの理由が分かるように書いたりするこ
とは，全国平均より低い傾向にあります。 

● 今回の国語の問題について，解答を文章で書く   

  問題がありましたが，どのように解答しましたか。 
  「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した」 

• 本県76.3％，全国77.2％，差－0.9                              

     （Ｈ27より2.5減少し全国との差は拡大） 

● 国語の授業で意見などを発表するとき，うまく伝
わるように話の組み立てを工夫していますか。 

  「当てはまる」 

• 本県19.0％，全国21.2％，差－2.2 

     （Ｈ27より0.1増加し全国との差は縮小）  

● 国語の授業で自分の考えを書くとき，考えの理由
が分かるように気を付けて書いていますか。 

  「当てはまる」 

• 本県29.3％，全国33.1％，差－３.8 

        （Ｈ27と同じで全国との差は拡大） 

学校質問紙から 

○ 国語の指導として，前年度までに，補充的な学 

  習の指導を行いましたか。 
  「よく行った」 

• 本県19.5％，全国18.0％，差＋1.5 

   （Ｈ27より3.7減少し全国との差は縮小） 
● 国語の指導として，前年度までに，目的や相手 

   に応じて話したり聞いたりする授業を行いました 

   か。  「よく行った」 

• 本県23.4％，全国24.5％，差－1.1 

   （Ｈ27より0.5増加し全国との差は拡大） 
● 国語の指導として，前年度までに，漢字・語句な 

  ど基礎的・基本的な事項を定着させる授業を行 

  いましたか。  「よく行った」 

• 本県50.0％，全国52.9％，差－2.9 

      （Ｈ27より0.6減少し全国との差は拡大） 

 

児童質問紙から 
 補充的な学習指導の実施状況は，高い傾向にあり
ます。目的や相手に応じて話したり聞いたりする授業
の実施状況も改善の傾向にありますが，基礎的・基
本的な事項を定着させる授業は依然として課題です。 
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Ⅱ－１（６） 今後の指導に当たって  

○ 外部検討委員と協議により、修正 
なし 

 

学力調査結果の分析から明らかになった小学校国語科の課題改善のため 
                        次の点に取り組みましょう。  

課題が見られた内容 

○登場人物の相互の関係や心 
 情，場面についての描写をとら 
 え，優れた叙述について自分 
 の考えをまとめること。   
○事実と感想，意見などとを区 
 別するとともに，目的や意図に 
 応じて簡単に書いたり詳しく書 
 いたりすること。  
 
 
 
 
 
 

授業の中で 

日々の取組の中で 

取 

組 

○【まとめ】めあてや課題と照らして行い，課題解 
 決の方法や学習内容をまとめる。ノートに蓄積し， 
 その後の「学習の手引き」として活用させる。 
○【振り返り】学習の成果や課題とその要因，課題 
 の改善の方法等を共有させる。課題を自覚し，家 
 庭学習や次の授業につなげる。 

○目的や必要に応じて資料を読み，自分の考えを 
 まとめて書いたり話したりする活動を行う。 
○語彙を豊かにするために，学習した内容を各領 
 域の授業や実際の言語活動で活用させる。 
○日常的に読書に親しむために，学校図書館を計 
 画的に活用する。 
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Ⅱ－２ 小学校算数 

Ⅱ－２ 小学校算数 

（１） 成果と課題 

（２） 成果が見られた問題 

（３） 課題が見られたA問題の分析 

（４） 課題が見られたB問題の分析 

（５） 質問紙調査 

（６） 今後の指導に当たって 
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Ⅱ－２（１）成果と課題 

小学校算数 成 果 課 題 

成果が見られた内容 
 

課題が見られた内容 
 

○１より小さい小数をかける乗法の問題場面を 
  理解し，数量の関係を数直線に表すこと。 
  【関連問題 Ａ１（２）】 
  本県67.9％，全国69.9％ 差－2.0 

○小数と整数の加法の計算をすること。 
 【関連問題 Ａ２（２）】 
  本県78.6％，全国79.7％ 差－1.1 

○飛び離れた数値を除いた場合の平均を求め 
  る式を判断すること。 
 【関連問題 B３（１）】 
  本県64.9％，全国67.9％ 差－3.0 

○身近なものに置き換えた基準量と割合を基 
  に，比較量を判断し，その判断理由を記述す 
    ること。 
 【関連問題 B５（２）】 
  本県11.0％，全国13.2％ 差－2.2 

 

○商を分数で表すこと。 
 【関連問題 Ａ２（４）】 
  本県76.5％，全国69.2％ 差+7.3 

○正五角形は，五つの合同な二等辺三角形で 
  構成されていることを理解すること。 
 【関連問題 Ａ６】 
  本県81.5％，全国75.5％ 差+6.0 

○資料から，二次元表の合計欄に入る数を求 
  めること。 
 【関連問題 Ａ９（２）】 
  本県68.4％，全国62.8％ 差+5.6 

○仮の平均を用いた考えを解釈し，示された数 
   値を基準とした場合の平均の求め方を記述 
   すること。 
 【関連問題 Ｂ３（２）】 
  本県32.7％，全国26.1％ 差+6.6 
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Ⅱ－２（２） 成果が見られた問題 

小学校算数 

●A６ （本県８１．５％，全国７５．５％，＋６．０） 
   

   点０を中心とする円を使って，図１のような 
正五角形をかきます。図１の点Ａ，点Ｂ，点Ｃ， 
点Ｄ，点Ｅは正五角形の頂点です。 
  
 
 まず，図２のように半径をかき，円周と交わった点を点Ａとし 
ます。次に，図３のように半径をかいて点Ｂの位置を決めます。 
このとき，角   の大きさは何度にすればよいですか。 
 
 
 

 
 
【県学力調査との関連】 
○平成２８年度第５学年 ９（２） 正答率７１．９％ 
 ・ 三角形の３つの角の大きさの和が１８０°であることを基にして， 

   ５角形の内角の和を求めるう式を考えることができること。  
 

 
 

成果が見られた問題１ 

●Ａ９（２）（本県６８．４％，全国６２．８％，＋５．６）  
 

 家でイヌやネコを飼っているかどうかを，１３人に聞いて， 

下のように記録しました。 

                            

                      （２） 左の記録を下の表にまとめ 

                         ます。オに当てはまる数を書  

                         きましょう。        

                         

 

 

 

 

 

 

 

【県学力調査との関連】 
○平成２７年度第５学年 ９（１） 正答率８７．８％ 

 ・ 二つの観点から分類整した表を読み取り，条件に沿った報告 

  文を書こうとすること。  

成果が見られた問題２ 

○ 正五角形は，五つの合同な二等辺三角形で構 
 成 されていることを理解すること。 

 

○ 資料から，二次元表の合計欄に入る数を求める 
  こと。 

ア 
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Ⅱ－２（３） 課題が見られたA問題の分析 

小学校算数 

●Ａ１（２）（本県６７．９％，全国６９．９％，－２．０） 
    

   1ｍあたりの値段が60円のリボンを何ｍか買います。   

  そのときの代金を求めます。 

  リボンを0.4ｍ買います。このときの代金を□円として， 

  リボンの長さと代金の関係を下の図に表します。 

  「1ｍあたりの値段の60」，「買う長さの0.4」， 
  「0.4ｍ分の代金の□」のそれぞれの場所は，下の図のど 

  こになりますか。 

   アからオまでの中から，あてはまるものを１つずつ選ん 

  で，その記号を書きましょう。 

    

  

 

 
 

 

 

【誤答例】○６０の場所はイと理解しているが，買う長さと代金 

        の関係が理解できていない。 （１２．８％）  
  

 

 

 

課題 ○ １より小さい小数をかける乗法の問題場面を理解し，数量の関係 

  を数直線に表すことができること。 

 
 

課題となった問題 指導のポイント 

○ 誤答について 
  □が代金を表していることを捉えることはできているが， 
  買うリボンの長さと代金を対応させることはできていないこ 
  とに課題がある。 
○ 指導について 
   ・下のように，テープの図と数直線を合わせた図を用いて， 
    基準量に当たる１に対応する数量が60であること，さら 
       に，２ｍ当たりの代金が120円，0.1ｍ当たりの代金が６ 
       円であることを確認した上で，0.4と□が対応することに   
       ついて説明し合う活動を行う。 
  ・また，数直線と関連付けて，60×0.4の式を立てた際に， 
   「60を１とみたとき，0.4に当たる大きさを求める計算で 
   す。」などと言葉で表し，乗法の意味を説明する活動を 
   取り入れる。 
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Ⅱ－２（４） 課題が見られたB問題の分析 

小学校算数 

●Ｂ５（２）（本県１１．０％，全国１３．２％，－２．２） 
  月の直径を，硬貨の直径に置きかえて考えます。１円玉， 

 100円玉，500円玉の直径は，それぞれ下のとおりです。 

  

  

  

  

  

 

  

  

 「最小の満月の直径」を１円玉の直径としたときに， 

 「最小の満月の直径」をもとにして14％長くなっている 
 「最大の満月の直径」は，100円玉と500円玉のどちらの 

 直径に近いですか。 

   下の１と２から選んで，その番号を書きましょう。 

   また，選んだ硬貨のほうが「最大の満月の直径」に近いと 

 考えたわけを，言葉や式を使って書きましょう。    

     １ 100円玉 
     ２ 500円玉 
 

  

 

 
 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

課題 ○ 身近なものに置き換えた基準量と割合を基に，比較量に近いもの 
    を判断し，その判断の理由を言葉や式を用いて記述すること。  
    【誤答例】  ○「最大の満月の直径」は，１と理解しているが，理由を説明す 

           ることができていない。（３４．１％）  

 
 

課題となった問題 

指導のポイント 

○ 誤答について 
   基準量と割合を基に，比較量に近いものを判断すること 
  はできているが，その判断の理由を言葉や式を用いて記 
   述することに課題がある。 
○ 指導について 
    ・１円玉の直径が基準量であることを捉え，「最小の満月 
      の直径」を基にして14％長くなっている「最大の満月の直 
      径」が比較量であることを確認する。 
    ・100円玉と500円玉のどちらが比較量に近いかを判断す  
      る際には，「基準量の○％」と「基準量の○％増加・減 
      少」の違いを図で表現し比較する活動を行う。 
    ・選んだ硬貨の直径の方が近いと判断した理由を，数量 
      の関係を表す図や基準量・比較量・割合の関係を基に説 
      明する活動を行う。 
    ・基準量から14％長くなっている比較量を求める際には， 
   114％を捉えることができていない20×1.4や0×0.14 
    のような式を提示し，「×1.4」や「×0.14」の意味を問い直 
      す活動を必要に応じて行う。 
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Ⅱ－２（５） 質問紙調査 
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 もっと簡単に解く方法がないか考えた児童の割合は，
全国平均を下回っていますが，増加傾向にあります。
一方で，公式やきまりのわけを理解しようとした児童
の割合は減少し，全国との差が拡大しています。 

●今回の算数の問題について，言葉や数，式を使っ 

  て，わけや求め方などを書く問題がありましたが， 

    どのように解答しましたか。 
  「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した」 

  ・本県68.6％，全国69.9％，差－1.3 

  （Ｈ２７年度より4.8減少し，全国との差は拡大） 

● 算数の授業で問題を解くとき，もっと簡単に解く方
法がないか考えますか。 

  「当てはまる」 

  ・本県46.7％，全国49.2％，差－2.5 

  （Ｈ２７年度より1.4増加したが全国との差は拡大）  

● 算数の授業で公式やきまりを習うとき，そのわけ
を理解するようにしていますか。 

  「当てはまる」 

  ・本県43.4％，全国48.2％，差－4.8 

  （Ｈ２７年度より0.3減少し，全国との差は拡大） 

○ 算数の指導として，前年度までに，補充的な学 

  習の指導を行いましたか。 
  「よく行った」 

  ・本県45.2％，全国41.4％，差＋3.8 

  （Ｈ２７年度より2.9減少し，全国との差は縮小） 
● 算数の指導として，前年度までに，実生活にお 

  ける事象との関連を図った授業を行いましたか。 
  「よく行った」 

  ・本県 8.5％，全国11.5％，差－3.0 

   （Ｈ２７年度より1.2減少し，全国との差は拡大） 
○ 算数の指導として，前年度までに，家庭学習の 

  課題（宿題）を与えましたか。 
  「よく行った」 

  ・本県90.7％，全国88.3％，差＋2.4 

 （Ｈ２７年度より2.0増加し，全国との差は拡大） 

 

児童質問紙 
 補充的な学習の指導や家庭学習の課題（宿題）の
実施状況は，引き続き高い傾向にあります。一方で，
実生活における事象との関連を図った授業の実施状
況は，改善が必要です。 

学校質問紙 
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Ⅱ－２（６） 今後の指導に当たって 

○ 外部検討委員と協議により，修正 
なし 

 

学力調査結果の分析から明らかになった算数科の課題改善のため 
                        次の点に取り組みましょう。  

課題となった内容 授業の中で 

日々の取組の中で 

取 

組 

○問題場面を的確に捉え，式に表し 
  たり，計算の仕方を考えたりすること。 
 
○問題場面を的確に捉え，数量の関 
  係を図や数直線などに表すこと。 
 
○平均を求めるために，場面や状況 
  に応じた数理的な処理ができること。 
 
○適切に判断するために，基準量・ 
  比較量・割合の関係を的確に捉え， 
  判断の理由を数学的に表現すること。 
    

○日常生活との関連を図っためあてを提示す 
  る。 
○言葉や式，図，表，グラフを用いて表現（説 
   明・記述）する活動を位置付ける。 
○めあてに沿ったまとめを行い，適用問題を行 
   う。 

○授業内容に応じた課題を家庭学習で出し，
その取組を確認する。 

○基礎的基本的事項を確実に身に付けるた
め，繰り返し学習する機会を設ける。 
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Ⅱ－３（１） 成果と課題 

中学校国語 成 果 課 題 

成果が見られた内容 
 

○文脈に即して漢字（規模）を書くこと   
 【関連問題 Ａ９一１】 
   本県65.6％，全国62.8％ 差＋2.8 

○書いた文章を読み返し，語句の使い方を工夫 
  して書くこと   
 【関連問題 Ａ３一】 
   本県86.7％，全国86.0％ 差＋0.7 

○語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使う 
  こと   
 【関連問題 Ａ９三】 
 ・えりをただして話を聞く 
   本県79.6％，全国76.9％ 差＋2.7 

 ・先生もご利用になる（敬語） 
   本県87.7％，全国85.7％ 差＋2.0 

○楷書と行書の違いを理解すること   
 【関連問題 Ａ９六１】 
   本県57.4％，全国49.6％ 差＋7.8 
 

課題が見られた内容 
 

○相手に分かりやすいように語句を選択して話 
  すこと   
 【関連問題 Ａ７一】 
   本県49.3％，全国54.0％ 差－4.7 

○文章の要旨を捉えること   
 【関連問題 Ａ４一】 
   本県77.6％，全国81.0％ 差－3.4 

○場面の展開や登場人物の描写に注意して読 
   み，内容を理解すること   
 【関連問題 Ａ６二】 
   本県58.0％，全国60.1％ 差－2.1 

○話の論理的な構成や展開に注意して聞くこと   
 【関連問題 Ｂ２二】 
   本県71.6％，全国74.2％ 差－2.6 

○目的に応じて必要な情報を読み取ること   
 【関連問題 Ｂ３二】 
   本県76.6％，全国78.7％ 差－2.1 
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Ⅱ－３（２） 成果が見られた問題 

中学校国語 

●Ａ９三ア（本県７９．６％，全国７６．９％，＋２．７） 
      イ（本県６３．３％，全国６１．４％，＋１．９） 
      ウ（本県８７．７％，全国８５．７％，＋２．０） 
    

 

 

 

 

 

 

 
 

【県学力調査との関連】 
○平成２８年度第２学年 ２（１） 正答率９０．０％ 

 ・「見る」の謙譲語「拝見する」を正しく用いること。 

○平成２８年度第1学年 ３（１） 正答率４７．７％ 

 ・前後の文脈から「きびすをかえす」の意味をとらえること。 

  

 
 

成果が見られた問題１ 

●A９六１（本県５７．４％，全国４９．６％，＋７．８） 
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【県学力調査との関連】 
○平成２８年度第１学年 ２（５） 正答率５６．８％ 

 ・「花」を行書で書く際の筆順の変化、点画の変化を理解 

  すること。 

 

 

成果が見られた問題２ 

○語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使うこと。 

 

○ 楷書と行書の違いを理解すること。 

 

六 

書
写
の
時
間
に
「
和
」
と
い
う
字
を
次 

 
 

の
よ
う
に
行
書
で
書
き
ま
し
た
。
こ
れ
を 

 
 

見
て
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

           
１ 

楷
書
と
比
較
し
た
と
き
の
行
書
の
説
明 

 
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
１
か 

 

ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
 

 

１ 

楷
書
と
は
異
な
り
、
毛
筆
で
書
く
こ 

 
 

と
が
で
き
る
書
体
。 

 

２ 

楷
書
と
は
異
な
り
、
筆
脈
を
意
識
せ 

 
 

ず
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
書
体
。 

 

３ 

楷
書
よ
り
も
点
画
を
崩
さ
ず
に
書
く 

 
 

こ
と
が
で
き
る
書
体
。 

 

４ 

楷
書
よ
り
も
速
く
書
く
こ
と
が
で
き 

 
 

る
書
体
。 

 

一 

次
の
ア
か
ら
ウ
の
文
で
は
、 

 

最
も
適
切
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ 

 

れ
（ 

）
の
１
か
ら
４
ま
で
の 

 

中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
 

 
 

ア 

（
１ 

そ
で 

２ 

え
り 

 
 

 

３ 

む
ね 

４ 

わ
き
）
を 

 
 

正
し
て
話
を
聞
く
。 

 
 

 

イ 

よ
い
結
果
を
早
く
出
し
た 

 
 

い
と
き
は
、 

 
 

（
１ 

一
時
が
万
事 

 
 

 

２ 

論
よ
り
証
拠 

 
 
 

３ 

急
が
ば
回
れ 

 
 
 

４ 

光
陰
矢
の
ご
と
し
） 

 
 

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
か
え 

 
 

っ
て
慎
重
に
議
論
を
進
め
る 

 
 

べ
き
だ
。 

 
 

 

ウ 

先
生
も
こ
の
書
店
を
よ
く 

 
 

（
１ 

ご
利
用
す
る 

 
 

 

２ 

ご
利
用
し
て
い
た
だ
く 

 
 

 

３ 

ご
利
用
い
た
す 

 
 

 

４ 

ご
利
用
に
な
る
） 

 
 

の
で
す
ね
。 
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Ⅱ－３（３） 課題が見られたＡ問題の分析 
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中学校国語 課題 

課題となった問題 

指導のポイント 

○ 相手に分かりやすいように語句を選択して話すこと  
 【誤答例】・求めているものが，小説以外の本であることを言い

表すことができない。（３８．８％） 

○ 誤答について 
 ・傍線の前の会話に着目して，発言の内容を考える。 
  傍線①の指示語「それ」が指している内容を捉える。 
  傍線②の前で，先生が「そうだったのですね。」と 
  森さんの相談内容を理解したことが分かるので，そ 
  の直前の森さんの会話の内容に着目する。 
○ 指導について  
 ① グループごとにテーマを決め，どのような言葉で   
  質問すればよいのかについて考える。 
 ② グループ内で立場（インタビュアー，回答者，評 
  価者）を決めてインタビューをする。評価者はイン  
  タビューの様子を動画で記録しながら，「インタ 
  ビューは相手から引き出したいことが分かるように 
  質問しているか」という観点で評価をする。 
 ③ グループごとに記録した動画を見ながら振り返り， 
  それぞれの立場でよかった点や修正が必要な点につ 
  いて意見を述べ合う。 
      （「Ｈ２９授業アイディア例」Ｐ３より） 
 

●Ａ７一（本県４９．３％，全国５４．０％，－４．７） 
  ７ 

森
さ
ん
は
、
国
語
の
授
業
で
本
を
紹
介
す
る
た
め
に
学
校
図
書
館
で 

 

先
生
に
相
談
し
て
い
ま
す
。
次
は
、
森
さ
ん
と
先
生
の
会
話
で
す
。 

  

森 
 

私
は
何
か
に
打
ち
込
み
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
人
が
出
て
く
る
本 

 
 

を
二
冊
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
冊
は
サ
ッ
カ
ー
に
打
ち 

 
 

込
む
中
学
生
を
主
人
公
と
し
た
小
説
を
選
び
ま
し
た
。
①
も
う
一
冊 

 
 

は
そ
れ
以
外
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

先
生 

も
う
一
冊
の
本
も
ス
ポ
ー
ツ
に
関
係
す
る
本
に
し
ま
す
か
。 

森 
 

ス
ポ
ー
ツ
の
本
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
い
本
で
も
よ
い
と
考
え 

 
 

て
い
ま
す
。 

先
生 

そ
れ
な
ら
ば
、
野
球
に
打
ち
込
む
中
学
生
を
主
人
公
と
し
た
小
説 

 
 

が
あ
り
ま
す
よ
。 

森 
 

い
え
、
そ
う
で
は
な
い
の
で
す
。
一
冊
は
小
説
を
取
り
上
げ
た
の 

 
 

で
、
も
う
一
冊
の
本
は
違
う
も
の
に
し
た
い
の
で
す
。 

先
生 

そ
う
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
②
で
は
、
実
際
に
あ
っ
た
出
来
事
を
書 
 

 

い
た
本
は
ど
う
で
す
か
。 

 

一 

森
さ
ん
の
線
部
①
の
発
言
の
す
ぐ
あ
と
に
、
先
生
か
ら
傍
線
部
②
の 

 

発
言
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
森
さ
ん
は
傍
線
部
①
で
ど
の
よ
う
に
発 

 

言
す
る
と
よ
い
で
す
か
。
次
の
□
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
十
字
以
内
で 

 

書
き
な
さ
い
。 

   

も
う
一
冊
は 

 
 
 
 
 
 

を
取
り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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Ⅱ－３（４） 課題が見られたＢ問題の分析 
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中学校国語 課題 

課題となった問題 

指導のポイント 

○ 話の論理的な構成や展開などに注意して聞くことができること  
 【誤答例】・意見の内容を捉えていない。（８．５％） 
       「どこに気を付けて見ればよいのか」 
      ・スピーチの〈実演〉３回目と〈実演〉２回目を比較

し、相違点に気付いていない。（１２．８％） 
      

○ 誤答について 
  意見の内容を基に，スピーチの〈実演〉３回目の直 
 前の「ひざの動きに注意して見て」と〈実演〉２回目 
 の直前の文とを比較して考えることに課題がある。 
○ 指導について 
  互いの意見をよりよくする意識をもたせる。 
 ・「話すこと･聞くこと」の例 
   スピーチのリハーサルの場を設定し，話の論理的な 
   構成や展開など定めた観点に加え，実際に話を聞きな 
   がら気付いた点について，話し手に質問や助言をする。 
  ・「書くこと」の例 
   書いた文章を，観点に沿って互いに読み合い，題材 
   のとらえ方や材料の用い方，根拠の明確さなどについ  
   て意見を述べたり，自分の表現の参考にしたりする。  
 ・「読むこと」の例 
   文章構成や，文章の中の時間的・空間的な場面の  
   展開に着目して文章全体を読み，自分の考えをもつ。 
   
  

●Ｂ２二（本県７１．６％，全国７４．２％，－２．６） 
  ２ 

石
井
さ
ん
は
、
け
ん
玉
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
し
ま
す
。
次
は
、
石
井 

 
 

さ
ん
が
ス
ピ
ー
チ
す
る
た
め
に
読
ん
だ
【
本
の
一
部
】
と
、
リ
ハ
ー
サ 

 

ル
で
実
際
に
話
し
た
【
ス
ピ
ー
チ
】
、
リ
ハ
ー
サ
ル
後
に
友
達
か
ら
も 

 

ら
っ
た
【
意
見
】
で
す
。 

 

【
ス
ピ
ー
チ
】 

  

で
は
や
っ
て
み
ま
す
。
〈
実
演
〉
二
回
目 

 

（
中
略
） 

 

で
は
、
ひ
ざ
の
動
き
に
注
意
し
て
み
て
下
さ
い
。
〈
実
演
〉
三
回
目 

 

【
意
見
】 

 
 
 

   

三
回
目
の
実
演
の
と
き
は
、
ど
こ
に
気
を
付
け
て
見
れ
ば
よ
い
の 

            

か
が
分
か
り
や
す
か
っ
た
の
で
、
二
回
目
の
実
演
の
と
き
も
同
じ
よ 

            

う
に
す
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す 

二 
 

【意
見
】は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
か
。
次
の
１ 

 
 

か
ら
４
ま
で
の
う
ち
、
最
も
適
切
な
も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

  

１ 

実
演
を
見
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
を
直
前
に
示
す
方
が
、
実
演
の
効
果
が 

 
 

高
く
な
る
こ
と
。  

 

２ 

実
演
を
見
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
を
実
演
後
に
何
度
も
示
す
方
が
、
実
演 

 
 

の
効
果
が
高
く
な
る
こ
と
。 

 

３ 

実
演
を
見
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
を
聞
き
手
に
予
想
さ
せ
る
方
が
、
実
演 

 
 

の
効
果
が
高
く
な
る
こ
と
。 

 

４ 

実
演
を
見
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
さ
な
い
方
が
、
実
演
の
効
果
が
高 

 
 

く
な
る
こ
と
。 
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Ⅱ－３（５） 質問紙調査 
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 話の組み立てを工夫して発表したり，考えの理由が
分かるように書いたりする生徒は全国を下回りました
が，増加傾向です。一方，文章で書く問題で最後まで
解答を書こうと努力した生徒は全国を下回っています。 

●今回の国語の問題について，解答を文章で書く問   
  題がありましたが，最後まで解答を書こうと努力し   
    ましたか。 
  「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した」 

• 本県70.7％，全国72.3％，差－1.6 
（H27より6.6減少し，全国との差は拡大） 

● 国語の授業で意見などを発表するとき，うまく伝
わるように話の組み立てを工夫していますか。 

  「当てはまる」 

• 本県14.5％，全国19.4％，差－4.9 
（H27より3.8増加したが，全国との差は拡大）  

● 国語の授業で自分の考えを書くとき，考えの理由
が分かるように気を付けて書いていますか。 

  「当てはまる」 

• 本県18.1％，全国22.7％，差－3.7 
 （H27より0.9増加し，全国との差は縮小） 

●生徒に対して，前年度までに，国語の指導として，  

  家庭学習の課題（宿題）を与えましたか。  

  「よく行った」 

• 本県39.8％，全国53.1％，差－13.3 

（H27より1.3増加したが，全国との差は拡大） 
● 国語の指導として，前年度までに，様々な文章を 

  読む習慣を付ける授業を行いましたか。 
  「よく行った」 

• 本県24.1％，全国28.3％，差－4.2 

 （H27より4.0増加し，全国との差は縮小） 
● 国語の指導として，前年度までに，漢字・語句な 

  ど基礎的・基本的な事項を定着させる授業を行 

  いましたか。  「よく行った」 

• 本県50.6％，全国60.2％，差－9.6 

（H27より0.3増加し，全国との差は縮小） 

 

生徒質問紙 

  様々な文章を読む習慣を付ける授業や，基礎的・
基本的な事項を定着させる授業は，全国平均を下
回っていますが，増加傾向です。一方，生徒に宿題を
与えた学校は，全国平均を大きく下回っています。 

学校質問紙 
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Ⅱ－３（６） 今後の指導に当たって  

○ 外部検討委員と協議により、修正 
なし 

 

学力調査結果の分析から明らかになった中学校国語科の課題改善のため 
                        次の点に取り組みましょう。  

課題が見られた内容 

○目的を持って，本を読んでい 
   ないので，要旨を捉えたり， 
    必要な情報を読み取ったりす 
    ること。 
○ 国語の指導として，宿題を与 
     えていないこと。 
〇相手に分かりやすいように， 
    語句を選んだり，構成や展開 
    を工夫したり，考えの理由を 
    明確にしたりすること。 

授業の中で 

日々の取組の中で 

取 

組 

○【まとめ】めあてや課題と照らして行い，課題解  
  決の方法や学習内容をまとめる。ノートに蓄積し， 
   その後の「学習の手引き」として活用させる。 
○【振り返り】学習の成果や課題とその要因，課題 
  の改善の方法等を共有させる。課題を自覚し， 
  家庭学習や次の授業につなげる。 

○授業内容に応じた家庭学習の課題を出し，その 
  取組を確認する。 
○語彙の量と質を充実するために，学習した語彙 
  を各領域の授業や言語活動で活用させる。 
○読書量を増やすために，学校図書館を授業や
朝読書などで計画的に活用する。 
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Ⅱ－4 中学校数学 

Ⅱ－４ 中学校数学 

（１） 成果と課題 

（２） 成果が見られた問題 

（３） 課題が見られたA問題の分析 

（４） 課題が見られたB問題の分析 

（５） 質問紙調査 

（６） 今後の指導に当たって 
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Ⅱ－４（１）成果と課題 

中学校数学 成 果 課 題 

成果が見られた内容 
 

課題が見られた内容 
 

○２つの負の数の和は負の数になることを理 
  解すること。 
【関連問題 Ａ１（２）】 
  本県65.0％，全国69.3％ 差－4.3 

○円柱の体積を求めること。 
【関連問題 Ａ５（４）】 
  本県46.6％，全国51.8％ 差－5.2 

○与えられた度数分布表について，ある階級 
  の相対度数を求めること。 
【関連問題 Ａ１４（２）】 
  本県38.5％，全国45.5％ 差－7.0 

○２つの角の大きさが等しいことを，三角形の 
  合同を利用して証明すること。 
【関連問題 B４（１）】 
  本県37.5％，全国44.1％ 差－6.6 

 

○空間における直線と平面の平行について理 
  解すること。 
【関連問題 Ａ５（１）】 
  本県70.0％，全国67.0％ 差+3.0 

○与えられた一次関数の表において，変化の 
  割合の意味を理解すること。 
【関連問題 Ａ１１（２）】 
  本県58.1％，全国56.0％ 差+2.1 

○事象を一次関数とみなし，問題解決の方法 
  を数学的に説明すること。 
【関連問題 Ｂ３（２）】 
  本県21.0％，全国18.4％ 差+2.6 

○資料の傾向を的確に捉え，判断の理由を数 
  学的な表現を用いて説明すること。 
【関連問題 Ｂ５（３）】 
  本県19.8％，全国17.6％ 差+2.2 
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Ⅱ－４（２） 成果が見られた問題 

中学校数学 

●Ａ５（１）（本県７０．０％，全国６７．０％，＋３．０） 
    
 次の図の直方体には，辺ＣＧに平行な面がいくつかありま 

す。そのうちの直方体の面を１つ選んで書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【県学力調査との関連】 
○平成２８年度第２学年 ２（５） 正答率４７．７％ 

 ・空間における直線と平面の位置関係を理解していること。 

  

 
 

成果が見られた問題１ 

●A１１（２）（本県５８．１％，全国５６．０％，＋２．１） 
  
下のアからエまでの表は，ｙがｘの一次関数である関係を表していま
す。この中から，変化の割合が２であるものを１つ選びなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【県学力調査との関連】 
○平成２８年度第２学年 ２（１） 正答率３３．０％ 

 ・グラフから一次関数の変域が理解できること。 

 

 

成果が見られた問題２ 

○ 空間における直線と平面の平行について理解 
 すること。 

 

○ 与えられた一次関数の表において，変化の割 
 合の割合の意味を理解すること。 

 



熊本県教育庁教育指導局義務教育課  29 

Ⅱ－４（３） 課題が見られたA問題の分析 

中学校数学 

●Ａ５（４）（本県４６．６％，全国５１．８％，－５．２） 
  

  底面の半径が１０ｃｍ，高さが１５ｃｍの円柱の体積を求め 

 なさい。ただし，円周率はπとします。 

      

  

 

 
 

 

 

 

  
    

 【誤答例】 
  ○３００π（ｃ㎥）と解答している。   （   ６．０％） 
  ○１５０π （ｃ㎥）と解答している。  （   ８．５％） 
  ○５００π （ｃ㎥）と解答しいてる。  （   １．５％） 
  ○１００π （ｃ㎥）と解答しいてる。  （   ０．４％） 
  ○上記以外の解答          （２５．３％） 
  ○無解答                （１１．７％） 

課題 ○ 円柱の体積を求めることができること。 

 
 

課題となった問題 指導のポイント 

○ 誤答について 
  【誤答例】の上記以外の解答の中には，「1500」と 
  いう解答があり，底面の面積を（半径）×（半径） 
  で求めたと考えられる。公式の理解に課題がある。 
 
○ 指導について 
  ・柱体の体積を求める公式について，底面の図形が高さの 
     分だけ平行に移動することによって構成される立体とみ 
     ることと関連させて理解を深める場面を設定し，角柱や円 
     柱の体積を求めることができるように指導することが大切 
     である。 
   ・授業を行う際には，（底面積）×（高さ）という柱体の体積 
     を求める公式を見直し，この円柱を，半径１０ｃｍの円を 
     １５ｃｍだけ一定の方向に平行に移動することによって構 
     成される立体とみることができることを確認する場面を設 
     定する。 
   ・その上で，円柱の模型について実測した底面の半径や高 
   さから見積もった体積と，模型に満たした水の容量とを比 
     較する場面を設定するなどして，数量の感覚を豊かにす 
     る。 
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Ⅱ－４（４） 課題が見られたB問題の分析 

中学校数学 

●Ｂ４（１）（本県３７．５％，全国４４．１％，－６．６） 
  下の図１のように，正三角形ＡＢＣの辺ＢＣ，ＣＡ上に 

 ＢＤ＝ＣＥとなる点Ｄ，Ｅをそれぞれとります。また，線分ＡＤ 

 と線分ＢＥの交点をＦとします。ただし，点Ｄは点Ｂ，Ｃと， 

 点Ｅは点Ｃ，Ａと重ならないものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図１において△ＡＢＤ≡△ＢＣＥを示し，それをもとにして， 

  ∠ＢＡＤ＝∠ＣＢＥであることが証明できます。  

  ∠ＢＡＤ＝∠ＣＢＥとなることの証明を完成させなさい。  

 

【誤答例】 
 ○仮定として∠ＢＡＤ＝∠ＣＢＥを用いている。（４．１％） 
 ○無解答（２３．４％）  

 

 
 

課題 ○ ２つの角の大きさが等しいことを，三角形の合同を利用して証明 
 することができること。 

 
 

課題となった問題 指導のポイント 

○ 誤答について 
   無答率が２３．４％ということから，事柄が成り立つ理由 
  を，筋道を立てて考え，証明することに課題がある。 
○ 指導について 
  ・結論を導くためには何がわかればよいかを明らかにした 
     り，与えられた条件を整理したり，着目すべき性質や関係 
     を見いだし，事柄が成り立つ理由を筋道を立てて考えた 
     りする活動を取り入れ，証明できるように指導する。 
 ・授業を行う際には，∠ＢＡＤ＝∠ＣＢＥを導くために 
  △ＡＢＤ≡△ＢＣＥを示せばよいことを明らかにし， 
  △ＡＢＤと△ＢＣＥで対応する辺の長さや角の大きさにつ 
  いてわかることを整理したり，合同を示すために必要な関 
  係を見いだしたりするなどして証明ができるようにする。 
 ・その際，△ＡＢＤと△ＢＣＥを抜き出した図を基に，対応す 
  る辺や角を確認する場面を設定する。 
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Ⅱ－４（５） 質問紙調査 
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 記述式問題の解答を最後まで書こうとした生徒の割
合が全国を下回っています。また，もっと簡単に解く
方法を考えたり，公式やきまりの根拠を理解したりす
ることも，全国を下回っていますが改善の傾向にあります。 

●今回の数学の問題について，解答を言葉や数，式 

  を使って，わけや求め方などを書く問題がありまし 

  たが，最後まで解答を書こうと努力しましたか。 
  「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した」 

  ・本県53.7％，全国55.4％，差－1.7 

  （Ｈ２７年度より2.8増加したが全国との差は拡大） 

● 数学の授業で問題を解くとき，もっと簡単に解く方
法がないか考えますか。 

  「当てはまる」 

  ・本県33.5％，全国37.3％，差－3.8 

  （Ｈ２７年度より3.2増加したが全国との差は拡大）  

● 数学の授業で公式やきまりを習うとき，その根拠
を理解するようにしていますか。 

  「当てはまる」 

  ・本県28.1％，全国34.0％，差－5.9 

  （Ｈ２７年度より1.5増加し，全国との差は縮小） 

○ 数学の指導として，前年度までに，補充的な学 

  習の指導を行いましたか。 
  「よく行った」 

  ・本県35.5％，全国32.7％，差＋2.8 

  （Ｈ２７年度より1.8減少し，全国との差は縮小） 
○ 数学の指導として，前年度までに，実生活にお 

  ける事象との関連を図った授業を行いましたか。 
  「よく行った」 

  ・本県11.4％，全国10.6％，差＋0.8 

   （Ｈ２７年度より1.9増加し，全国との差は拡大） 
● 数学の指導として，前年度までに，家庭学習の 

  課題（宿題）を与えましたか。 
  「よく行った」 

  ・本県49.4％，全国56.8％，差－7.4  

 （Ｈ２７年度より0.3減少し，全国との差は拡大） 

 

生徒質問紙 
 補充的な学習の指導や実生活における事象との関
連を図った授業の実施状況は，改善の傾向にありま
す。一方で，家庭学習の課題（宿題）については，依
然としてを全国を下回り，改善が必要です。 

学校質問紙 
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Ⅱ－４（６） 今後の指導に当たって 

○ 外部検討委員と協議により，修正 
なし 

 

学力調査結果の分析から明らかになった数学科の課題改善のため 
                        次の点に取り組みましょう。  

課題となった内容 授業の中で 

日々の取組の中で 

取 

組 

○２つの負の数の和は負の数になる 
  ことを理解すること。 
 
○円柱の体積を求めること。 
 
○与えられた度数分布表について， 
  ある階級の相対度数を求めること。 
 
○２つの角の大きさが等しいことを， 
   三角形の合同を利用して証明する 
   こと。 

○日常生活との関連を図っためあてを提示す 
  る。 
○言葉や式，図，表，グラフを用いて表現（説 
   明・記述）する活動を位置付ける。 
○めあてに沿ったまとめを行い，適用問題を行 
   う。 

○授業内容に応じた課題を家庭学習で出し，
その取組を確認すること。 

○基礎的基本的事項を確実に身に付けるた
め，繰り返し学習する機会を設ける。 
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Ⅲ 質問紙調査結果 

Ⅲ－１ 児童・生徒質問紙調査結果①② 

Ⅲ－２ これまでの調査結果の分析①②③ 

Ⅲ－３ 改善に向けて 
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Ⅲ－１ 児童・生徒質問紙調査結果① 

質 問 項 目 
小学校 中学校 

県 全国 差 県 全国 差 

関
心等 

1. 「総合的な学習の時間」では，自分で課題を立てて情報を集め整理して，
調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか 71.9 69.8 2.1 64.1 64.3 - 0.2 

学
習
状
況 

（
言
語
活
動
・
指
導
状
況
） 

2. 友達の前で，自分の考えや意見を発表することは得意ですか 50.7 52.2 -1.5 44.9 50.5 - 5.6 

3. ５年生（中学２年生）までに受けた授業では，学級やグループの中で自分
たちで課題を立てて，その解決に向けて情報を集め，話し合いながら整理
して，発表するなどの学習活動に取り組んでいたと思いますか 

74.2 75.1 -0.9 69.3 71.3 - 2.0 

4. ５年生（中学２年生）までに受けた授業で扱うノートには，学習の目標
（めあて・ねらい）とまとめを書いていたと思いますか 90.7 88.7 2.0 85.0 80.3   4.7 

5. 小学５年生（中学２年生）までに受けた授業の最後に，学習内容を振り返
る活動をよく行っていたと思いますか 76.3 76.2 0.1 65.5 66.1 - 0.6 

学
習
時
間
等 

6. 土曜日や日曜日など学校が休みの日に，１日当たりどれくらいの時間，勉
強をしますか（学習塾や家庭教師も含む）※１時間以上の合計 63.6 57.3 6.3 73.6 69.4   4.2 

7. 家で，自分で計画を立てて勉強をしていますか 61.8 64.5 -2.7 46.6 51.5 - 4.9 

8. 家で，学校の授業の予習をしていますか 36.9 41.0 -4.1 23.4 31.7 - 8.3 

9. 家で，学校の授業の復習をしていますか 56.0 53.8 2.2 50.8 50.5   0.3 

数値は，選択肢「当てはまる」「どちらかといえば，当てはまる」などの肯定的評価の合計を示す。 

単位（％） 

34 



熊本県教育庁教育指導局義務教育課  

Ⅲ－１ 児童・生徒質問紙調査結果② 

質 問 項 目 
小学校 中学校 

県 全国 差 県 全国 差 

学
校
生
活 

10.学校に行くのは楽しいと思いますか 88.7 86.3 2.4 84.3 80.9 3.4 

11.学級会などの話合い活動で，自分とは異なる意見や少数意見のよさを生か
したり、折り合いをつけたりして話し合い，意見をまとめていますか 49.8 50.3 - 0.5 36.6 40.5 - 3.9 

生
活

習
慣 

12.普段，１日当たりどれくらいの時間，携帯電話やスマートフォンで通話や
メール，インターネットをしますか（２時間より少ない+持っていない） 89.2 87.9 1.3 74.0 67.7 6.3 

地
域 

13.今住んでいる地域の行事に参加していますか 69.4 62.6 6.8 40.1 42.1 - 2.0 

社
会 

14.テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ますか 83.9 84.6 - 0.7 87.4 86.7 0.7 

将
来 

15.将来の夢や目標を持っていますか 86.2 85.9 0.3 70.0 70.5 - 0.5 

16.将来、外国へ留学したり，国際的な仕事に就いてみたりしたいと思いますか 31.0 33.6 - 2.6 30.2 32.9 - 2.7 

自
尊

意
識 

17.難しいことでも，失敗を恐れないで挑戦していますか 75.9 77.4 - 1.5 66.5 71.0 - 4.5 

規
範

意
識 

18.いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか 96.2 96.1 0.1 94.0 92.8 1.2 

数値は，選択肢「当てはまる」「どちらかといえば，当てはまる」などの肯定的評価の合計を示す。 

単位（％） 

35 



熊本県教育庁教育指導局義務教育課  

Ⅲ－２ これまでの調査結果の分析① 

36 

小学校（児童質問紙調査） 中学校（生徒質問紙調査） 

家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか している＋どちらかといえばしている 

H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27 H29

小（熊本県） 52.6 55.3 57.1 55.9 58.0 58.0 61.2 61.8

小（全 国） 52.0 54.7 58.3 58.0 58.9 58.9 62.8 64.5

34.0

39.0

44.0

49.0

54.0

59.0

64.0

H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27 H29

中（熊本県） 34.1 36.3 39.6 40.2 41.4 41.4 43.8 46.6

中（全 国） 34.2 37.9 41.8 42.9 44.5 44.5 48.8 51.5

34.0

39.0

44.0

49.0

54.0

59.0

64.0
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Ⅲ－２ これまでの調査結果の分析② 
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小学校（児童質問紙調査） 中学校（生徒質問紙調査） 

家で，学校の授業の予習をしていますか している＋どちらかといえばしている 

H19 H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27 H29

小（熊本県） 33.9 36.7 38.5 38.3 38.4 40.4 41.9 41.3 36.9

小（全 国） 32.9 35.4 37.5 40.4 40.5 41.3 43.2 43.4 41.0

22.0

27.0

32.0

37.0

42.0

H19 H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27 H29

中（熊本県） 27.6 24.6 23.4 23.7 22.4 29.3 30.5 29.9 23.4

中（全 国） 29.5 28.4 29.5 30.9 29.3 33.5 34.2 35.3 31.7

22.0

27.0

32.0

37.0

42.0
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Ⅲ－２ これまでの調査結果の分析③ 
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小学校（児童質問紙調査） 中学校（生徒質問紙調査） 

国語、算数・数学の授業の内容はよく分かりますか 「当てはまる」＋「どちらかといえば当てはまる」 

国 

語 

国 

語 

算 

数 

数 

学 

H19 H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27 H29

小（熊本県） 80.4 79.9 80.8 83.0 82.3 81.1 82.2 83.5 82.4

小（全 国） 78.0 78.0 80.0 82.3 83.1 79.9 80.1 82.0 82.2

64.0

68.0

72.0

76.0

80.0

84.0

H19 H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27 H29

中（熊本県） 65.1 64.3 66 69 66.2 67.3 70.6 69.1 69.8

中（全 国） 65.4 66.8 68.8 69.9 71.2 71.9 72 74.3 74.9

64.0

68.0

72.0

76.0

80.0

84.0

H19 H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27 H29

小（熊本県） 79.3 80.8 80.9 79.7 79.8 81.7 81.5 82.1 80.3

小（全 国） 77.1 78.4 79.2 78.0 79.1 80.2 79.6 81.0 80.6

58.0

63.0

68.0

73.0

78.0

83.0

H19 H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27 H29

中（熊本県） 61.4 62.5 61.3 59.9 60.2 68.2 68.4 66.1 62.7

中（全 国） 63.6 65.5 64.9 65.7 64.9 70.5 71.5 71.6 69.4

58.0

63.0

68.0

73.0

78.0

83.0
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Ⅲ－３ 改善に向けて 

児童・生徒質問紙調査から 

 

○ 授業で扱うノートに学習目標（めあて・ねらい）やまとめを書くことはよくできて
います。今後は，授業の最後に学習内容を振り返る活動を設定しましょう。 

 

○ 話し合う場面や自分の考えを発表する場面では，自分の考えがうまく相手に伝わる
ように，資料や文章，話の組み立てなどを工夫して発言や発表を行うことができるよ
うにしましょう。 

 

○ これまでにも，学校の授業の復習を中心として，家庭学習に取り組んでいます。今
後は，「家で計画を立てて勉強する」「学校の授業の予習をする」ことなど，発達段
階に応じた主体的な学びに向かう働きかけをしましょう。 

 

○ 「難しいことでも失敗を恐れないで挑戦する」といった意欲を高めるため，すべて
の教育活動において，「認め，ほめ，励まし，伸ばす」教育行動指標を踏まえた教育
の実現を目指しましょう。 

 

○ 「将来、外国へ留学したり，国際的な仕事に就いたりしてみたい」など，子供たち
の中で国際的に活躍しようとする意欲を育むため，異文化交流活動等を設定しましょう。 

39 
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Ⅲ 質問紙調査結果 

Ⅲ－４ 学校質問紙調査結果①② 

Ⅲ－５ 調査結果の分析①② 

Ⅲ－６ 改善に向けて 
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Ⅲ－４ 学校質問紙調査結果① 

質 問 項 目 
小学校 中学校 

県 全国 差 県 全国 差 

学
力

向
上 

1. 調査対象学年の児童（生徒）に対して，前年度に，図書館資料を活用した
授業を計画的に行いましたか 46.7 42.6 4.1 12.6 11.4 1.2 

指
導
方
法 

2. 調査対象学年の児童（生徒）に対して，前年度までに，授業の最後に学習
したことを振り返る活動を計画的に取り入れましたか 96.3 95.4 0.9 95.8 94.3 1.5 

3. 調査対象学年の児童（生徒）に対して，前年度までに，授業で扱うノート
に，学習の目標（めあて・ねらい）とまとめを書くように指導しましたか 98.9 97.4 1.5 97.6 91.2 6.4 

4. 調査対象学年の児童（生徒）に対して，前年度までに，学校生活の中で，
児童（生徒）一人一人のよい点や可能性を見付け，児童（生徒）に伝える
など積極的に評価しましたか 

98.0 97.4 0.6 95.1 95.5 -0.4 

言
語
活
動 

5. 調査対象学年の児童（生徒）は，学級やグループでの話合いなどの活動で，
自分の考えを深めたり，広げたりすることができていると思いますか 71.8 71.7 0.1 61.4 72.9 -11.5 

6. 調査対象学年の児童（生徒）に対して，前年度までに，様々な考えを引き
出したり，思考を深めたりするような発問や指導をしましたか 92.9 95.5 -2.6  94.6 93.9 0.7 

7. 調査対象学年の児童（生徒）に対して，前年度までに，授業において，児
童（生徒）自ら学級やグループで課題を設定し，その解決に向けて話し合
い，まとめ，表現するなどの学習活動を取り入れましたか 

82.2 82.3 -0.1  73.5 75.1 -1.6 

8. 調査対象学年の児童（生徒）に対して，前年度までに，資料を使って発表
ができるよう指導しましたか 87.6 91.2 -3.6 81.4 85.5 -4.1 

9. 調査対象学年の児童（生徒）に対して，前年度までに，自分で調べたこと
や考えたことを分かりやすく文章に書かせる指導をしましたか 94.6 94.7 -0.1 88.6 92.1 -3.5 

数値は，選択肢「当てはまる」「どちらかといえば，当てはまる」などの肯定的評価の合計を示す。 
単位（％） 
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Ⅲ－４ 学校質問紙調査結果② 

質 問 項 目 
小学校 中学校 

県 全国 差 県 全国 差 

特
別
支

援
教
育 

10.学校の教員は，特別支援教育について理解し，前年度までに，調査対象学年の児
童（生徒）に対する授業の中で，児童（生徒）の特性に応じた指導上の工夫（板
書や説明の仕方，教材の工夫など）を行いましたか 

94.6 91.3 3.3 97.5 90.9  6.6 

個
別
指

導 

11.調査対象学年の児童（生徒）に対して，算数・数学の授業において，前年度に，
習熟の遅いグループに対して少人数による指導を行い，習得できるようにしまし
たか 

40.7 35.2 5.5 40.9 27.3 13.6 

家
庭
学
習 

12.調査対象学年の児童（生徒）に対して，前年度までに，家庭学習の取組として，
調べたり文章を書いたりしてくる宿題を与えましたか（国語／算数・数学共通） 80.2 83.1 -2.9 68.6 69.8 -1.2 

13.調査対象学年の児童（生徒）に対して，前年度までに，家庭学習の課題の与え方
について，校内の教職員で共通理解を図りましたか（国語／算数・数学共通） 82.7 89.6 -6.9 84.3 82.2 2.1 

調
査
等
の
活
用 

14.平成２８年度全国学力・学習状況調査の自校の分析結果について，調査対象学
年・教科だけではなく，学校全体で教育活動を改善するために活用しましたか 

                                                      ※熊本地震のため中止となった学校を含む 
92.0 96.6  -4.6 92.8 94.4 -1.6 

15.平成２８年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について，保護者や地域の人
たちに対して公表や説明を行いましたか（学校のホームページや学校だより等へ
の掲載，保護者会等での説明を含む） ※熊本地震のため中止となった学校を含む 

81.4 90.8 -9.4 68.6 86.8 -18.2 

16.全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体における独自の学力調査の結果と
併せて分析し，具体的な教育指導の改善や指導計画等への反映を行っていますか 95.4 93.5 1.9 95.2 90.1 5.1  

職
員
研
修 

17.模擬授業や事例研究など，実践的な研修を行っていますか 97.2 95.6 1.6  97.0 90.0 7.0 

18.授業研究を伴う校内研修を前年度に何回実施しましたか（年9回以上） 76.6 53.4 23.2 47.0 37.0 10.0 

数値は，選択肢「よく行った」「どちらかといえば，行った」などの肯定的評価の合計を示す。 

単位（％） 
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Ⅲ－５ 調査結果の分析①－１  
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【小学校】「校長は，校内の授業をどの程度見て回っていますか」       
 数値は，選択肢「ほぼ毎日」「週に２～３回程度」の肯定的評価の合計を示す。 
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Ⅲ－５ 調査結果の分析①－２  
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【小学校】「校長は，校内の授業をどの程度見て回っていますか」       
 数値は，選択肢「ほぼ毎日」の肯定的評価の合計を示す。 
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Ⅲ－５ 調査結果の分析②－１  
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【中学校】「校長は，校内の授業をどの程度見て回っていますか」       
 数値は，選択肢「ほぼ毎日」「週に２～３回程度」の肯定的評価の合計を示す。 
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Ⅲ－５ 調査結果の分析②－２  
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【中学校】「校長は，校内の授業をどの程度見て回っていますか」       
 数値は，選択肢「ほぼ毎日」の肯定的評価の合計を示す。 
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Ⅲ－６ 改善に向けて 

学校質問紙から 

○ 調査結果を学校全体で教育活動の改善に活用している学校が多く，学校総体とした取
組が進んでいます。近隣の学校と成果や課題を共有するとともに，調査結果を積極的
に活用し，課題の解決に向けた授業改善の一層の推進を図りましょう。 

 
○ 授業でパソコンや電子黒板等を活用した学習活動が増えています。今後も児童生徒が
学習内容の理解を深め，興味・関心を一層高めるため，活用の工夫を行いましょう。 

  
○ 自らの考えがうまく伝わるよう，資料や文章，話の組立てなどを工夫した発言や発表
に課題がみられます。各教科等の学習内容に応じて，指導の充実を図りましょう。 

 
○ 授業中の児童生徒の落ち着いた学習態度等に課題がみられます。授業中の児童生徒の
学習意欲を高めるとともに，基本的な学習習慣の定着を図りましょう。 

 
○ 校内の授業を見て回っている校長が増えています。今後，授業の見回りはもとより，
授業後に授業者に対してコメントを返したり，必要に応じて指導助言等を行ったりし
ましょう。 

47 



熊本県教育庁教育指導局義務教育課  

Ⅳ 県教育委員会の取組 

○熊本の教育推進会議：校長対象 

   県全体の課題や，学力向上に向けた好事例をもとに， 
  学校総体とした取組について協議  

○学力向上リーダー研修：教務主任等対象 

   ２つの調査問題を起点として洗い出した各学校の課
題を克服するための，学校総体とした取り組みについ
て学校独自のプランを立てる。 

○PDCAサイクルによる効果的な方策 

○「教科指導の重点」等の本課作成資料

の積極的な活用 

○学力向上に向けた取組事例の紹介 
  補充問題の活用・家庭学習の在り方等 

○授業改善に繋がる好事例の授業を紹介 
  見通し、振り返り、主体的・対話的で深い学びの視点 

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
の
た
め
に 

全小中学校を対象に， 
研修会を実施します 

県学力調査を実施します 

○課題の改善状況の調査（12月上旬） 
○課題克服に向けた補充問題の提供
（１月下旬） 

○検証改善サイクルのチェックリスト
の作成・配付 

授業改善に向けた具体的な
方策を提案します 

好事例を発信します 

補充学習を支援します 
○全国学力・学習状況調査過去問題
（単元別・領域別）及び県学力調
査過去問題の県教育委員会ホーム
ページへのアップ 

学力向上支援訪問を 
実施します 

○全国学力・学習状況調査の結果（質問 
 紙調査を含む）から見られる課題につ 
 いての講話，演習の実施 
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